
藤井青銅「作家的発想法～自分の頭を柔らかくする」

４ 今回のテーマ 個性を出すためには、まず基本を知る

課題チェック

辞書・辞典形式であることを生かしているか。

～辞典なので、アイウエオ順に書いているか？

～万人共通する大きなジャンルの中から、どう５つを選んでいるか？

～そこに小ジャンルを設けることを考えたか？

…など

個性を出すとは、どういうことか？

世間で言ってることは正しいのか？/常識を疑う/誰もがいつも見ている光景を別の

角度から見てみる/自分の頭は思ったより固い/発想の選択肢は多い方がいい

～常に発想の選択肢を増やす訓練を習慣づけたい。

（例）

「バーチャルアイドル芳賀ゆい」

多くの方が勘違いしているが、これは「ぼくたちの理想のアイドルを創ろう」という企

画ではない。「アイドルの基本（アイドルあるある）を逆手に取って、遊ぼう」という企

画。

遊べる（面白さを見いだせる）のは、「基本を知っている」から。

辞書・辞典は「言葉の基本」。

基本を知っていなければ、そのバリエーションを考えることができない。自分の個性

を付加することができない。

「辞書・辞典の言葉」だけではない。すべてのことに共通する。


